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え、 in vitro むよび m VIVO の実験を行なって、温熱的刺激による歯肉コラーゲンの溶解性の変化を
検討した。
まず、 in vitro で、歯肉に溢熱的刺激を加える模型実験では、実験材料として、雄↑生成犬の正常上
ド顎頬部歯肉と左右対称の腹部皮膚を、ネンブダール麻酔下に採取し、これをミンチ状細片として用
いた。温熱的刺激としては、これら試料をそれぞれ 46UC 、 56UC 、 76UC の温水中に 2 分間浸漬したの
ち、ただちに氷冷し、ハンクス氏液中で370C にて o (刺激直後)、 8 、 16時間インキュベーションを行
なった。
インキュベーション終了後、歯肉コラーゲンを、 o.15M NaCl 可溶性コラーゲン画分、 o.5M Na 
Cl 可溶性コラーゲン両分、 0.5M ク工ン酸 (pH3.6) 可溶性画分、不溶性ゴラーゲン画分の各画分に
分画を行なった。つぎに、これら各画分のコラーゲンを、透析後、加水分解し、分解物を Dowex 50 
x 8 (200~4ωmesh) 陽イオン交換樹脂を用いてカラムクロマトグラフィを行ない、分離したオキシ
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つぎに、 in vivo において加えられた温熱的刺激によって、 ih vitro と同様にコラーゲンの可溶化
がおこるかどうかを検討した。すなわち、成犬をネンブタール麻酔下に、 56VC の温水を、 2 、 5 分間
歯肉に濯注することにより、歯肉に温熱的刺激を与えた。









するため、リソゾームに局在するとされている βーグルタロニダーゼ活性を、 Fishiman の方法により検
索したが、温度処理により上清中の酵素活性の上昇はさほど認められなかった。
以上の結果から、温熱的刺激を加えた直後のゴラーゲンの可溶化の機構には、温熱による物理化学
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的作用が大きく関与し、インキュベーション中のコラーゲンの可溶化の機構には、酵素反応すなわち
コラーゲン分解活性が関与しているものと考えられる。
このコラーゲン分解活性はリソゾーム由来のものでなく、温熱的刺激により、何らかの機構で活性
上昇をきたし、その結果、歯肉中の不溶性コラーゲンが可溶化するものと考えられる。
論文の審査結果の要旨
本研究は、温熱的刺激に対してイヌ歯肉コラーゲンの可溶化がどのような機構により推移するかを
検討したものである。すなわち、温熱的刺激を加えた直後のコラーゲンの可溶化の機構には、温熱に
よる物理化学的作用が関与し、その後のコラーゲンの可溶化の経時的増加の機構には、酵素によるコ
ラーゲン分解活性が大きく関与していることを明らかにした。
この点で、本研究は価値ある業績と認め、本研究者は歯学博士の学位を得る資格があるものと認め
る。
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